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総会 口講演会 (平成 16年～)

回

平
成
年 開催自 演題および講飾

韓鋼
“
月2置① 磯l爾炉学

言尚菫銀橿露蹴鴛魏頴量量鶴轟豪
理作簿を活用した人類令の鷲献

ごまとごま油

井尻尚宏氏(かどや製油(株 )研究開発部長)

…
240額 齢

滲

撃(圏   高塚延子氏 (ノートルダム溝′b女子大学人聞生活学部教授 )

山市) 爾本家数学会中国“購溺窯諄講濠会と共催

轟穣彙立大学短 松渡の和薫子文4ヒ

19 84 髯0月 13日 (土 )
期大学部 松江 恭藤 守氏((有糧 流堂代表取締役)

キヤンパス(松  織薫子づくり体験
江市) 渋谷浩史氏(轟根県奪問学校講師)

トレハ露―スの新競な機議と応薦

震 綴 Ю月籠日0鶴 絆
警藤典行氏

((株)林漂生物化学研究所 と'プラザ チーフデレクター )

広島発～全圏へ ‐伝えたしヽ広島の食文化す

依々本茂書氏 (オタフクソース(株)代表取締役社長)

高無の食文化とその課轟     ~~~~~~   ~

鎌 3640驚 曜 麟
眈

‐ レ

嵩構
=篠

羮篠 東大学名誉教授,高知大学名鶯教授)~~~~                 
山口集め農産物について

曲田県立大学新   轟村真吾 氏

22 37 10月 9日 (上)キ ャンパス(山 口  (山 口県農林総合披衛センター企画構燿窒室長)

水産と食文化一 私の歩いてきた遵

鷲尾蓋司 氏(水産大学校磯事長)

何森 鍵氏(番り|1大学鍮少機研究センター農・教授)

久保憲美子氏

(大塚製薬=ュ
ートラシューサィカルズ事業部徳轟支店学織担当)

和食を世界へ         ■  ~

24 39 10月 6日 (上 )
ピュアリティまき   村醸奮弘氏練 難老舗料事 蕪乃井 主人)

び(聞山市) まずさを科学する

北轟菫来氏(ノートルダム溝fか女子本挙 教授)

鑢 F霧 地域地場産
23 38 10月 8日 (土)業 振曇センター

(嶋 F号市)

-4-


